






























































































































年 点数 年 点数 年 点数 年 点数
1972 1 1985 12 1995 9 2005 8
1976 1 1986 9 1996 13 2006 9
1977 1 1987 7 1997 7 2007 7
1978 2 1988 12 1998 10 2008 5
1979 2 1989 7 1999 10 2009 5
1980 5 1990 6 2000 6 2010 6
1981 1 1991 10 2001 7 2011 2
1982 12 1992 4 2002 7 2012 4
1983 12 1993 5 2003 12 2013 3
1984 7 1994 8 2004 9 計 263










































































































1993（H 5 ）年 江別グループ発足 ※札幌グループ結成に大きな役割を果たした中原和夫が中心となり，
江別の文友が結集して札幌グループより独立し，江別グループを発足させる































































北海道「ふだん記」のあゆみには 1975（S50）年 8月 23日に歴史学者である色川大吉が初めて士
別を訪れたという記録が残っている。さらにその後 1975年 11月 8日には，斉藤昌淳が八王子での「ふ
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24 地域における学習・文化活動の受容過程に関する研究（川原） 






























られるのが，1982（S57）年 6月 19日から 20日に旭川にて開催された「全国ふだん記北海道大会」
の開催である。北海道はもとより，創始者の橋本義夫の参加もあり 174名出席の会であった。この会
は，上記に挙げた初期の 3グループが北海道の各地で作ってきた素地がさらに広がる契機となった。



























































































17） 斎藤道子氏インタビュー，聞き手川原健太郎，2016年 9月 6日，於：センチュリーロイヤルホテル札幌（北
海道札幌市）。
18 斎藤道子氏インタビュー，聞き手川原健太郎，2016年 9月 6日。















れ 1980年 1月 11日，1月 18日に送られていた手紙に関して写真とともに掲載している。
25 橋本義夫「新人類文化ここに創まる」，橋本義夫著（岡田勝美編）『「新人類文化」のすすめ』ふだん記新書
130，ふだん記旭川グループ，ふだん記全国グループ，1983年，p.73。






＊ 本研究は JSPS科研費（基盤研究（C）　課題番号 16K04572）の助成による研究成果の一部である。本稿執筆に
あたっては，北海道の文友をはじめ，多くの「ふだん記」文友の協力を頂いている。記して御礼申し上げたい。
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